
15

所内トピック 

　今年もサイエンスキャンプ2004が８月18日（水）～
20日（金）の３日間、畜産草地研究所で開催されまし
た。毎年行われている（財）日本科学技術振興財団主
催のこのキャンプも今年で約10年が経過し、当時の
参加者であった高校生たちが、現在、科学の分野で
活躍しようとする場面も見え始めているということ
です。 
　当研究所も豊かな科学的素養を持つ高校生の育成
を大いに期待し、今年度は畜産環境部が主となり「家
畜にも人にも自然にも優しい飼い方」というテーマ
で全国から６名（男子２、女子４）を受け入れました。 
  プログラムは、環境負荷を考えた飼料の組み合わ
せのプログラム化、微生物での汚水浄化実験、にお
いの強さの数値化、環境負荷物質低減に向けた乳牛
の尿量測定実験、優しく搾乳するためのミルカー構
造の観察、搾乳体験や牛舎の構造の見学等たいへん
盛りだくさんの内容を畜産環境部内や業務第１科の
多くの講師の協力により、分刻みのスケジュールで
進められました。 
　今回参加の高校生は、将来、酪農家志望の者、進
路に向けてきっかけをつかもうとする者、環境面で
の特に「におい」に関心を持つ者などたいへん個性
あふれるメンバーでしたが、６名全員にいえること
は、講義に対して終日、熱心な態度でのぞみ、少し
でも今後の自分に役立てていこうという意欲がみら

れたことでした。全てのプログラムに普段、学校で
はできない実験や体験が含まれていたことも魅力的
であったようです。 
　たった３日間という短いキャンプ期間でしたが、
この期間に得たものが、きっと、受講生たちの今後
の生活や勉強の中で、環境に配慮した畜産の取り組
みへの考え方、さらには環境問題全体への見方をよ
り深めていってくれるものと確信しています。 

（企画調整部　情報資料第１課　岡田明子） 

　畜産草地研究所では、毎年いくつかの分野で当面
の解決すべき問題や今後展開すべき研究についての
研究会を設定し、その分野における専門家の話題提
供を受け、現状の理解と今後の展開方向について論
議しています。 
　平成16年度は、次の４つのテーマを設定致しまし
た。 
１．地域の活性化における家畜の役割 
　　　　　　　　　　　〈関東畜産学会との共催〉 
　　　10月27日（水）９～12時　 
　　　山梨県大泉町；八ヶ岳ロイヤルホテル 
２．ポストゲノムにむけた畜産研究の新潮流 
　　　11月11日（木）12時～12日（金）12時　 
　　　つくば市；つくば国際会議場「エポカルつくば」 

３．飼料用トウモロコシの復権のために 
　　　　　　　　　　〈自給飼料品質評価研究会〉  
　　　11月18日（木）13時～19日（金）12時 
　　　西那須野町；畜産草地研究所（那須）GGホール 
４．環境３法施行後の課題と新技術 
　　　　　　　　　〈家畜ふん尿処理利用研究会〉 
　　　11月24日（水）13時～25日（木）12時 
　　　つくば市；農林水産技術会議事務局筑波事務 
　　　　　　　　所「つくば農林ホール」 
　これらの開催要領は、関係する方々には郵送でお
知らせしますが、畜産草地研究所のホームページ 
（http://nilgs.naro.affrc.go.jp/）のイベント／セミナー
のコーナーにも貼り付けますので、ご覧下さい。 

（企画調整部　連絡調整室長　高橋繁男） 

サイエンスキャンプ２００４報告 

平成１６年度問題別研究会のテーマと日程のおしらせ 

１日目講義「微生物で水をきれいにしてみよう」：　 
　畜舎汚水浄化実証プラントにて 

閉講式終了後関係者にて： 
　前列中央横内理事の左右各３名の計６名が受講生 

２日目講義「牛の行動を知る」： 
　牛舎にて超音波画像診断装置により牛の妊娠を観察 




